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舩生：ただいまご紹介にあずかりました、横河電機の舩生です。私は横河電機で、デジタル戦略本

部とデジタルソリューション本部、DX-Platform センターを担当しております。 

今日は皆様にお時間をいただきまして、FY22 の横河電機の DX の概況や去年からの進捗状況につ

いてご説明したいと思います。 
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まず、弊社の DX 組織です。これは去年の DX 説明会でもご紹介させていただいておりますけれど

も、先ほどご紹介しましたように、デジタル戦略本部、我々の言葉では「Internal DX」と呼んで

おりますが、ここは社内の DX を推進する組織と位置付けられております。 

もう 1 つは、デジタルソリューション本部です。こちらは、ビジネスとしてお客様にデジタルサー

ビスをご提供している部門でございまして、そこの DX-Platform を私が所管しております。 

今、このちょうど Internal DX と External DX は、部署は違うのですけれども、扱っている技術は

同じです。ということで、これをレバレッジしまして、我々の生産性向上と、ビジネスとして受

注、売上を拡大するということを、バランスよく推進しているという状況にあります。 

私のバックグラウンドについては、去年の説明会でご紹介をしておりますので、今日は時間の関係

で割愛させていただきます。 
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まず、今日のアジェンダでございます。 

1 つは、ちょうど 1 年前のこの時期に開催させていただいた昨年の DX 説明会の振り返りをさせて

いただきます。次に、去年から 1 年経っておりますので、その状況のサマリ、そして具 Internal 

DX と External DX の具体的な推進状況、この 2 つを今日はお伝えしたいと思います。 
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まず、昨年の DX 説明会の振り返りです。去年、第 1 回ということで、弊社の DX 戦略をご説明さ

せていただきました。 

我々は今、System of Systems と IA2IA、そして Smart Manufacturing を非常に重要なキーワード

としておりますけども、これらの根底にあるのは、IT/OT コンバージェンスです。我々はオペレー

ションテクノロジーのビジネスをさせていただいておりますけれども、この領域にどんどん IT 技

術、デジタル技術が入ってきています。この辺の競争構造が変わってきているというところから、

我々の中長期計画がスタートしております。 
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これはリキャップになりますけども、今年が 2 年目、来年度が最終年度になる我々の中期経営計画

「Accelerate Growth 2023」は、四つのダイレクションを持っております。 

この中でまず 1 番目の「IA2IA/Smart manufacturing の実行」については、かなりデジタル技術を

活用していく領域でございますので、External DX の貢献領域として位置付けております。 

もう 1 つは、第 4 番目の「社内オペレーションの最適化」です。弊社のビジネスの 70%は海外で

あり、ビジネスはかなりグローバル化している状況です。そのため、弊社のビジネスプロセスや

IT もグローバルに最適化する必要があります。これはとりもなおさず、我々もコスト削減、SG＆

A 削減を進めていく必要があるということですので、ここは Internal DX の領域として我々は位置

付けております。 
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これは去年ご説明した DX 戦略、3 年間の DX 戦略になります。 

左側は Internal DX です。この DX がスタートしてから今年で 4 年目です。3 年間はどちらかとい

うと基盤整備ということで、例えばアプリケーションやデータ、インフラ、セキュリティといった

基盤の標準化に費やしておりました。 

こちらは前回の中期経営計画の中である程度進捗が見えてきましたので、これをベースに、今さま

ざまな DX 施策を打っている状況です。これをここでは DX 2.0 と位置付けております。 

ここでは、お客様向けの改革である CX（Customer Experience）改革、社員の生産性向上である

Employee Experience 改革、そしてパートナー企業とのコラボレーションである PX（Partner 

Experience）改革という３つの DX の施策を進めております。 

右側の External DX は、ビジネスとしてお客様にデジタルサービスをご提供するということですの

で、Yokogawa Cloud というクラウド基盤を 2 年前に構築し、この上でさまざまなクラウドサービ

スの構築を進めております。 

我々がお客様とデジタルでつながり、お客様が我々のデジタルサービスを使うことによりお客様の

オペレーションの改善につなげていただき、その結果として生産性向上を達成いただけると、少な

いインプットでアウトプットが出るということで、環境負荷低減につなげていただけます。我々は

このような戦略で External DX を進めております。 
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去年、FY23 でこのような KPI を設定していることをお伝えしました。 

DX 関連受注比率、デジタルプロセス率、IT インフラ環境負荷低減率、クラウド化率、あとアジャ

イルプロジェクト率、そして DX 人財比率の 6 つを、最初の KPI としてご提示させていただきまし

た。 

今、この KPI がどのようになっているか、去年ご紹介した弊社の戦略をリキャップいたします。 
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まずサマリからお伝えしたいと思います。 

DX 関連受注比率については、ターゲットを 4.0％に設定しております。現在は 2.8％ということ

で、去年から改善してきております。これは、全受注に対するデジタル技術を使ったプロジェクト

受注の比率であり、まだそれほど大きくないのですけども、これを毎年少しずつ増やしていくこと

に取り組んでおります。 

デジタルプロセス率は、我々のビジネスプロセス全体に対して、我々のデジタルプラットフォーム

がどのくらいサポートしてるかという比率です。ターゲット 63%に対して、まだ 42%ということ

で、もう少し頑張らなければならない状況です。 

３つ目は IT インフラ環境負荷削減率です。我々はクラウド化を進めております。それによって電

力負荷低減が図れており、2018 年を 100%として毎年負荷を下げてきています。ターゲットは

65%、つまり 35％削減で、現在その途中にいるという状況です。 

クラウド化率について、我々のオンプレミスの環境をクラウドに移行してきております。この比率

のターゲットは 64%で、現在 61%にあります。 

アジャイルプロジェクト率については、弊社が進めているさまざまな IT プロジェクトのうちアジ

ャイルを適用しているプロジェクトの割合を KPI としており、3 割程度を来年度のターゲットとし

て置いております。ここはおかげさまで進んでおりまして、現在、約半分がアジャイル化できてい

るという状況です。 
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最後に、DX 人財比率です。ここについては、現在、デジタル技術を使ったエンジニアのリソース

を増やしていっておりますが、ターゲットを約半分としているところ、現在ようやく 3 割くらいと

いう進捗です。 

現在、アジャイルプロジェクト率だけなんとか前倒し達成できておりますけれども、その他の KPI

については、取組みの途上という状況です。 
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External DX ビジネスを拡大するために、この 7 月に、横河デジタル株式会社という専門子会社を

設立しました。 

先ほどご紹介した KPI の１つである DX 関連受注比率をどんどん上げるためには、DX 関係のプロ

ジェクトを増やす必要があります。そのために子会社を設立し、専任の人財をここに集約、投入し

まして、ビジネスを拡大するという手を打ち始めたという状況です。 
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もう 1 つのアップデートとしましては、今年、「DX 注目企業 2022」の 15 社のうちの 1 社とし

て、経済産業省からセレクトいただきました。我々の DX の進捗状況がやっと社会に少し認知され

てきたということで、今日ご紹介させていただきました。 
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更に、DX の受注を増やすためには、さまざまな DX サービスの拡充が必要になります。 

そこで、我々も去年からさまざまな手を打ってきております。 

まず去年の 3 月に、ENEOS マテリアル様と、世界で初めて AI を使った化学プラントの自動オペレ

ーション化を達成しました。約 1 カ月の期間でしたが、AI がやっと実用化レベルになってきたと

いうことです。 

次の、2022 年 5 月に、NTT ドコモ様と、5G を使用したリモート制御についての実証実験を行い

ました。これについても実証実験が成功しまして、実用化がかなり見えてきたという状況です。 

また、今年の 6 月、OpreX Asset Health Insights という、IoT ベースのアセットマネジメントがで

きるサービスを、クラウドベースでご提供し始めました。 

更に 8 月に、OpreX IT/OT Security Operations Center サービスというサービスの提供を開始しま

した。昨今、セキュリティが非常に懸念され対策が重要になってきています。これを強化する我々

のサービスということで、新規サービスを随時、導入し始めております。  
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我々はもともと OT、すなわちオペレーションテクノロジーの会社ですので、当然 DX/IT の知見は

それほど充実しておりません。ですので、外部会社との連携が非常に重要になってきます。 

そこで、去年 10 月に、NTT コミュニケーションズ様と、我々の OT システムに対するクラウド化

について提携させていただきました。 

その後、去年 10 月に、DX のベンチャー企業でる Web Synergies という会社に出資をさせていた

だいております。 

今年 6 月には、IoT のソフトウェアベンダーである Waylay 社にも出資をさせていただきました。 

そしてこの 9 月には、我々の DX/IT コンサルティング力の強化のため、先ほどご紹介した横河デ

ジタルとエル・ティー・エスさんとの資本提携を進めております。 

同じくこの 9 月に、東南アジアを中心に ERP 事業を行っている Votiva 社を買収しまして、IT/DX

領域のケイパビリティの拡充を今進めてきております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

15 
 

 

ここから少し具体的に DX の推進状況をご説明したいと思います。 

まず Internal DX の状況からです。 

これは先ほどご紹介した左側の絵になります。Internal DX では、先ほどご紹介しましたように、

CX と EX と PX の 3 つの分野の DX 施策を推進しております。 

 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

16 
 

 

まず、これは全体のチャートになります。さまざまな DX 施策、約 40 施策を進めております。 

四角の部分は、我々のまとめていくプラットフォーム単位とご理解ください。赤色と緑色で表示し

ている丸の部分については、まとめていくための DX 施策という位置付けで捉えています。これは

現在、社内で 10 件ほど進めています。 

今日は、この赤色の部分についての進捗をご紹介したいと思います。 
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まず今、力を入れているのは CX 改革です。お客様向けのさまざまなビジネスプロセス標準化やプ

ラットフォーム化を進めております。 

具体的には、我々はお客様に対して Customer Journey というものを定義しており、お客様に対し

て、我々のさまざまな製品サービスをどのようにご提供できるかというところに力を入れておりま

す。 

YOKOGAWA はグローバルカンパニーではありますが、日本と各リージョン、拠点のプロセスがば

らばらであったという歴史があります。今、セールスプロセス、マーケティングプロセス、サービ

スプロセスのグローバルな標準化を進めており、さらにはそれに基づくプラットフォーム化を進め

ており、今まさにこれを導入しているところです。 

ご覧のチャートで緑色になってるところが導入済みのところで、今、これを拡大しているという状

況です。このアクティビティについては、いかに YOKOGAWA が受注を増やすかいうところに狙

いを定めております。基本的には、セールス&マーケティングプロセスの標準化を行い、効率化を

図ると同時に、受注、売上を増やしていくということで、今、ターゲッティングをしております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

18 
 

 

次は、EX 改革です。 

弊社のバックボーンである会計、サプライチェーンプロセスで、ERP を導入しております。ERP

の EOL、End Of Life が 2027 年に迫っているため、このリプレースを進めているところです。こ

の中で、まさに今、ビジネスプロセスの標準化を進めており、一部のビジネスプロセスについては

集約化して、AI の活用などで自動化を図るということを進めています。 

このプロジェクトもちょうど 2 年前からスタートしており、2 年後を目途にカットオーバーする予

定です。今は、このグローバルのビジネスプロセス標準化を進め、それに基づいたプラットフォー

ムの開発を進めているという状況にあります。 

IT コストの削減や、ビジネスプロセスの標準化によって効率を上げるなど、生産性の向上にフォ

ーカスをした活動となります。 
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次は、PLM 改革です。 

弊社ではさまざまな製品開発を行っておりますが、Time To Market、つまり製品開発からデリバ

リーまで、相応の時間がかかっています。これに対して、Product Lifecycle Management のプロ

セスを強化することにより、リードタイムをいかに短くするかという活動をしております。 

またこの製品開発のプロセスと後行程である生産のプロセス、もしくは上流であるお客様とのプロ

セスを結びつけて、Time To Market をいかに早めるかという活動を進めております。 
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次は、Digital Factory です。今、グローバルに 13 カ国で工場を展開しております。 

お客様に対して、例えばデジタルファクトリーやデジタルプラントのご提案をしているのですが、

弊社の工場自体がデジタル化されてないと説得力がありません。そのため、弊社でも Digital 

Factory の活動を進めており、大きく３つの対応を行っています。 

１つ目は、データドリブンオペレーションです。これは、工場で働く社員自らがデータを活用して

オペレーションを回すということです。2 つ目は AI の活用です。品質管理プロセスでは、今、人

が目視でチェックをしております。ここに画像解析を導入し、プロセスを自動化します。 

３つ目が、リモートオペレーション化です。コロナ禍では、工場の社員についても一部で在宅勤務

を実施しましたが、リモートオペレーションによって工場とリアルタイムで連携し、遠隔操作によ

って現場業務を遂行できるようになるかということで進めております。 

一番大きなポイントは、やはりサプライチェーンの改善です。リードタイム短縮を目指した改善活

動を進めています。現状では、工場を展開している全ての国でオペレーションの導入ができてはい

ないのですが、約 10 カ国に展開をしており、あと 1 年ぐらいで 13 カ国全てに展開しようと進め

ております。 
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次は、HR 改革です。 

先ほどご紹介しましたように、ビジネスプロセスのグローバル化は進めているのですが、人事プロ

セスについては、なかなかグローバル化が進んでいませんでした。今、人財部門とタイアップし、

人財プロセスのグローバル標準化、人事ルールの標準化を進めております。 

グローバル人事プラットフォームの整備も同時に進めています。人事プロセスの効率化と約

18,000 人強の社員のモチベーションアップ、そして全体的なケイパビリティの強化を進めている

ところです。 
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次は、Self-AI、Machine Learning です。これに前回のご説明会でもご紹介しましたように、今弊

社の中でさまざまなデータ活用を進めております。 

ビジネスインテリジェンスについて、ある程度浸透してきており、データを使ったさまざまなデシ

ジョンメイキングができるようになってきています。今、これをもう一段階引き上げ、Self-AI と

として、AI を社員自らが活用するという段階で進めております。 

これによって、かなりの部分で人が関わっているデシジョンメイキングのところを、さまざまな

AI を活用することで自動化し、スピードアップを図る取り組みを進めております。 

おかげさまで、今では 3,000 人以上のユーザが使い始めており、ビジネスインテリジェンスはかな

り定着化していることから、今度は AI にシフトし始めたという状況です。 
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最後に Digital Workstyle についてです。コロナ禍で、かなりの社員が在宅勤務を進めておりま

す。 

弊社では、コミュニケーションツールをグローバルに標準化し、社員がオンライン上で会議やチャ

ット、メールなどを活用することで仕事ができるような環境を構築しております。 

あとは RPA ですが、さまざまなプロセス標準化ツールを社員自らが活用できるよう、社内イベン

トなどを通じて社員がツールを活用することで、IT リテラシーを向上させる取り組みを進めてお

ります。 
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DX 人財の育成強化についてご説明します。 

ここでは、お手元の資料にもありますが、弊社では DX 人財のレベルを 4 段階に分け、10 以上の

DX ロードを規定しました。これによって社内の育成を進めております。 

DX の人財育成のスペシャリストについてですが、インドにグローバル技術トレーニングセンター

を設立し、そこからオンラインで各国に教育を実施することで DX 人財の強化、育成を図っており

ます。 

以上が、Internal DX として今我々が進めている施策の進捗状況になります。 
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次は External DX についてです。お客様向けのデジタルサービスの状況についてご説明したいと思

います。 

まず、このスライドは先ほどご紹介したチャートの右側になりますが、Yokogawa Cloud を活用し

て、さまざまなデジタルサービスをお客様にご提供するという活動になります。 
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私はこれまで、さまざまなお客様と会話をさせていただいておりますが、コロナ禍ではリモートオ

ペレーションのニーズが非常に高くなっています。我々には、プラントを持たれている製造業のお

客様が多く、グローバルでプラントを管理されています。 

ここで問題になってくるのは、プロセスやシステムがプラントごとに異なり、さらに各国にプラン

トのオペレーターが存在するという現状です。こうした状況でプラントのリモートオペレーション

化をするとなると、オペレーションデータを集約し、これを AI などで分析して、またプラントへ

フィードバックするようなプロセスがないと、リモートオペレーションの実現は難しいという状況

にあります。 

一方、プラントオペレーションのリモート化ではクラウドの活用が多くなるのですが、そこではセ

キュリティがとても重要になります。このセキュリティに関してもお客様から引き合いをいただい

ているところです。 

また、昨今の話題としてグリーン化があります。環境意識の高まりから、プラントで使われている

電力や CO2 の排出量、これをどう削減するかというのが大きなポイントであり、お客様からニー

ズとして要望が多くなっているという状況にあります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

27 
 

 

製造業の DX について、今はどうかと言いますと、日本の製造業が中心ではありますがプラントご

とでオペレーションがばらばらという状況です。プラントごとでみると、基本的に最適化されてい

るのですが、横串でプラントを見ると、このプラントごとの最適化により、プラント横断的な分析

が難しいというのが現状です。こうした課題に対して我々がどのようにソリューションのバンドリ

ングをしていくかというのがポイントになります。 
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我々の今の戦略としては、先ほど IA2IA、Smart Manufacturing のところでご紹介しております。

お客様のプラントで、オペレーションやシステムがばらばらであるという課題に対し、Yokogawa 

Cloud の活用で、クラウドで一貫したデジタルサービスをご提供することにより、お客様の課題を

解決していきたいと考えております。 

YOKOGAWA は、プラント内のオペレーション最適化について多くの知見を持っております。ここ

は弊社の強みを発揮できる領域です。あともう１つは、まさに今進めている DX/IT 領域であり、

External DX ビジネスです。ここを強化することにより、相乗効果も狙って、お客様の課題解決に

貢献していきたいと考えています。 
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External DX のビジネスは非常に活況で、この左側の図で示されているとおりの伸びを示していま

す。IoT のマーケットは活況で、今後も 20%以上の成長率が期待されているという状況です。 

弊社の External DX ビジネスは、まだよちよち歩きの状態ではありますが、ここに今後の大きな成

長を期待しております。 

現状では約 20%以上の成長率を想定しており、弊社のビジネス全体から見ればその比率はまだま

だですが、今後これをどんどん引き上げていきたいと考えております。 
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そして弊社にはこれを実現するための Yokogawa Cloud の品ぞろえが豊富にあります。 

Yokogawa Cloud は 2 年前からスタートをしておりますが、アプリケーションの数をどんどん増や

してきております。今年度中に 24 個のアプリケーションのリリースに向けて動いておりますが、

来年度、再来年度と、今後もアプリケーションの拡充を継続していくことにより、受注増に寄与し

ていく所存です。 
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今年度、さまざまなアプリケーション、サービスをお客様に提供していますので、詳細をご紹介し

たいと思います。 

Asset Health Insights は一般的な IoT のサービスで、お客様のアセットの状態を監視できるサービ

スです。弊社の IoT センサー（Sushi Sensor など）やエッジソリューションなどと組み合わせ、

お客様のアセットをリアルタイムにモニタリングするとともに、さまざまな閾値を設け何か問題が

起こった場合に通知をするようなサービスを提供しています。 

お客様に対してのメリットは、リアルタイムでアセットの状態が見える化できるということであ

り、見える化した上で改善サイクルに入ることができるということから、さまざまなお客様から引

き合いをいただいています。 
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こちらは、IIoT サービスの詳細を示す図になります。 

お客様はさまざまなプラントを持っています。プラントの中にはさまざまなアセットがあり、これ

らを含めプラント全体をデジタルに仮想空間（クラウド環境）上で管理することにより、それぞれ

の状態が見えるようになります。お客様がプラント全体およびアセットの一つひとつまでの状態を

可視化でき、オペレーション改善のヒントを得られるソリューションとして提供し始めています。 

最近では、OT（Operational Technology）の中のシステムだけではなく、さまざまな IT システム

（例えば SAP など）との連携も求められています。OT と IT のデータを統合することで、お客様

がより多くのものを見えるようになります。 
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次は、IT/OT SOC（セキュリティオペレーションセンター）サービスです。 

昨今、さまざまな IT と OT のオペレーションと、セキュリティとを統合する必要があり、この領

域でさまざまな企業からの引き合いをいただいています。 

弊社は、もともと OT のセキュリティに知見があり、IT のセキュリティの知見を統合することによ

ってこのサービスを構築しました。8 月からサービス提供を開始しており、今いくつかのお客様と

PoC（Proof of Concept）プロジェクトを進めています。 
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こちらは IT/OT SOC サービスの詳細を示す図となります。具体的にお客様のセキュリティチー

ム、弊社の各拠点を含むセキュリティチームを連携させ、お客様プラントのセキュリティのオペレ

ーションをデジタル化しています。例えば AI 等の活用により事前に問題を察知しアラートを上げ

ることで、お客様のセキュリティのオペレーション強化にも貢献しています。 
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横河デジタル株式会社については先ほど概要を紹介しました。 

横河デジタルについては、7 月に設立して、10 月からオペレーションを開始しています。External 

DX ビジネスの拡充・拡大に向け、弊社の強みである OT の世界と、DX/IT のケイパビリティをう

まく組み合わせることによって、統合的なソリューションをお客様に提供していきたいとの考えで

す。コンサルティング、実装、サービスなどを統合的にお客様に提供したいということで設立をし

ています。 
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こちらは、 ENEOS マテリアル様の化学プラントで、AI を活用して 35 日間無人運転をした事例と

なります。これはまだ POC 段階ですが、こういった事例を今年度、来年度以降にさらに積み上げ

ていきたいと考えています。 
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弊社では、OT 領域での AI 活用について、すでに 60 以上のユースケースを持っています。お示し

したものは、過去 5 年間でお客様と積み上げてきたユースケースになります。 

さまざまなオペレーション課題を AI で解決してきており、そのノウハウ・技術も蓄積されていま

す。今後、さらに拡大していきたいと考えています。 
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こちらは、経営の意思を反映した AI 自律操業の実現のために必要なループにおける AI 活用を示し

た図となります。３つの AI があり、まずは制御用の AI とデータ解析の AI で、これら２つは既に

リリースしています。３つ目は、研究を開始した改善点を発見する AI です。３つを組み合わせる

ことにより、AI が問題点を発見して、分析して、オペレーション自体を改善する流れが形成され

ます。AI がぐるぐる自律的にプラントの操業を回すという世界を考えており、実現に向け活動を

加速したいと考えています。 
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現在、いくつかの会社に出資していますので紹介させていただきます。最初に LTS 社（株式会社

エル・ティー・エス）です。 

こちらは、先ほどご紹介しました、DX/IT のコンサルティングと、我々が得意としている OT のコ

ンサルティングを統合的に提供できるような体制を整えるため、LTS 社に対して出資しています。 
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次に Web Synergies 社です。こちらは、もともと DX/IT のエンジニアリングに強みがある会社で

す。シンガポールを本社とする会社で、去年、出資しました。 

我々の OT エンジニアリングと組み合わせることで、IT と OT を統合したエンジニアリングサービ

スを提供できるよう、その能力を強化しました。 

 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

41 
 

 

次は、IIoT サービスを得意としている Waylay 社（ベルギーの会社）です。 

IIoT の機能の強化を目的としており、さまざまなノウハウ、サービスについてコラボレーションを

強化・加速するため、今年度、出資しました。 
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こちらは、External DX 関連のプレスリリースとなりますが、本日は時間の関係で全てご紹介でき

ません。詳細については、弊社のウェブサイトにアクセスいただければ幸いです。 
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本日、昨年度の DX 説明会の概要の振り返りをさせていただきました。その上で、最新の Internal 

DX の推進状況、External DX の推進状況について紹介させていただきました。 

この DX 戦略を通じて、確実にポジティブな経営インパクトを創出していきたいと考えておりま

す。Internal DX については、経営効率改善（主に SG＆A 削減、コスト削減）につなげ、External 

DX については、受注・売上拡大についなげていきたいと考えております。 
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最後に、我々は DX（Internal DX、External DX）を進め、最終的には Sustainability 

Transformation、SX に貢献していきたいと考えています。 

日本のグローバル成長期に、製造 DX as a Service という形で、お客様に我々の DX サービスを提

供させていただくことで、社会全体での DX の底上げと、SX への貢献につなげていければと考え

ております。 

本日は、限られた時間の中でしたが、弊社の DX について紹介させていただきました。ご清聴あり

がとうございました。  
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質疑応答 

 

[Q]： 9 ページのアジャイルプロジェクト率に関して、アジャイル化が前倒しで達成できた理由

と、アジャイル化が進んだことによる利点について教えてください。 

また、DX の人財比率に関して、絶対値として社内の IT 人財が何人ぐらいいるのかについて、ま

た、IT 人財は増やさないで DX 人財の比率を上げていくという考えなのか、あるいは IT 人財も増

やしていくのかについて、教えてください。 

 [A]：アジャイルプロジェクト率につきましては、社内の IT プロジェクトとしてアジャイルのプ

ロジェクトを推進しており、現場サイドでもその受け入れがより早まったということで、比率が上

がっております。 

その結果、何がよくなっているかと言いますと、基本的に、DX/IT プロジェクトのスピードが上が

り、プロジェクト期間を短縮できるようになったということです。例えば平均のプロジェクト期間

が 1 年だとすると、それが半年などになってきています。それによって、ビジネスプロセスの変更

がよりやりやすくなりますので、YOKOGAWA のオペレーションの変更がより素早くできるように

なってきています。 

2 点目の DX 人財比率につきましては、数百人の IT 人財がいます。それに対して、DX 人財は今は

まだ 3 割くらいで、残りの 7 割は、旧来のオンプレミスなどのトラディショナルな IT のオペレー

ションを担当しています。ですので、このケイパビリティを上げていくのが目標になっており、来

年度に 5 割を目指しています。 

[Q]： 横河デジタルについて、競合や強みなどを教えて下さい。従来同様の会社が競合するのでし

ょうか。それとも、IT/OT の知見をお持ちの会社が設立したような会社が競合するのでしょうか。

また、御社は競合他社とどのように差別化していくのでしょうか。 

 [A]：お客様の OT と IT は実は分かれていてエアポケットになっており、ここをどのように結びつ

けるかということを、お客様も非常に困っています。 

これはなぜかと言うと、OT と IT の両方の知見を持っている人財、会社が非常に少ないためです。

ここについて、我々は非常にブルーオーシャンだと思っており、我々自体が OT と IT の両方に対

応できるようになり、OT と IT をどのように統合するかというお客様のニーズに対して、的確にコ

ンサルティング、サービスをご提供したいと考えています。 
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ですので、競合に関しては、この領域についてはまだなかなか適切なベンダー、ソリューション会

社がいない状況でして、そこに対して我々が手を挙げたということになります。ただ、我々もケイ

パビリティが完全に揃っていない部分がありますので、今まさに強化をしている状況です。 

 [Q]：もともと横河電機は、ブラントの計装を行っていて、現場に張り付いてビジネスを行ってい

るような会社だったと思います。そのような会社が IT というものになじむことができているので

しょうか。もしできている場合、そのなじむことができている背景についても教えてもらえません

でしょうか。 

 [A]：まず、横河電機の OT ビジネスは、確かにかなり現場に密着してサポートするというビジネ

ス形態なのですが、使っているテクノロジーは、例えばサーバーやソフトウェア開発など、実は割

と IT と似ています。 

もう 1 つは、横河電機にはエンジニアが非常に多いということがあります。当社は従業員の大部分

がエンジニアの会社ですから、エンジニアリングに非常に強い、というベースがあったということ

です。IT も基本的にはエンジニアリングです。IT で使っている技術も、最近はクラウドや AI など

新しい技術がありますけども、ベースはエンジニアリングです。このように、IT を強化する土壌

が当社にあったというのは大きなところです。 

今、ご存じのとおり、GAFA を含めさまざまな IT 企業が IIoT、IoT の分野に進出してきています。

ここで一番重要になってくるのは、現場のデータをいかに集めるか、ということなのですが、これ

はなかなか IT 企業にはできないわけです。なぜかといいますと、現場に対するリーチができない

ためです。一方、横河電機はまさに現場に密着してビジネスを行ってきておりますので、この現場

のデータの集約に非常に強みを持っています。 

当社としては、この現場のデータの活用と IT との組み合わせが非常に強みになるだろうと想定し

ておりまして、まさにここを今、強化しています。 

もともと OT のベースの技術は IT と似ています。ただ、似ているといっても当然違いはあります

ので、社内教育や外部の会社との連携によりこの違いを埋めて、IT/OT コンバージェンスをリード

していきたいと考えております。 

 [Q]：現場をよく知っているという強みを IT のほうへつなぐという作業がなぜうまくいくのか、

外から見ていてよくわからない部分もあります。競合企業にはできないようなノウハウ、秘訣など

がありましたらそこも教えていただけるでしょうか。 
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 [A]：1 つはまず、我々はお客様のプラントの中にさまざまなインストールベースを持っていま

す。また、我々は IIoT センサーやソリューションを持っていまして、お客様の現場にそれを導入

させていただいております。お客様をサポートできるグローバルなチャネルがあるというところ

も、大きな強みになります。 

更に、クラウドを接続するにあたっては、現場サイドに知見を持つ人財がいないと難しいのですけ

ども、我々には現場にそういった人財がいて、製品も入っている、という背景があるので、非常に

スムーズにいきます。 

クラウドだけを持っていても現場のサポートができなければデータをクラウドに上げられませんの

で、そこのところが大きな差別化ポイントになるのかなと思います。 

もう 1 点は、カルチャーの問題があります。プラントや工場の中というのは、やはり独特なカルチ

ャーがありまして、例えば、IT 企業がいきなり訪ねてデータを開示していただけるかというと、

絶対できません。オペレーションのデータというものは非常に秘匿性のあるデータでございます

し、第三者に開示するようなデータではございませんので、かなり長い間の信頼関係が前提として

ないと、開示していただけません。IT 企業も IoT に進出をしようとしているのですけれども、な

かなか難しいというのは、このような理由があると思っています。 

この点、横河電機はまさに現場と一体となって今までやってきた経緯がありますので、割とスムー

ズに対応できるということになります。 

 [Q]：DX 人財といわれる方々はどのぐらいの頻度で御社の現場、お客様のもとに行かれているの

でしょうか。DX 人財が活躍できるためのパフォーマンスを担保するような取り組みがあれば教え

てください。 

 [A]：まず OT においては現場サポートが非常に重要ですから、各拠点に、サービス網、サービス

ネットワークを整備しております。ですで、例えばサービスエンジニアがお客様のプラントや工場

に通ったり不具合を直したりすることは簡単にできるわけです。 

一方、DX エンジニアをそこまで全部、各拠点に配置することは難しく、現在、DX エンジニアは

どちらかというと集中オペレーションなっています。当社では DX 人財はシンガポールやインドな

どのいくつかの拠点に集中的に在籍しておりまして、実際の拠点のエンジニアとリモートで連携し

ながら、お客様に対してもリモート会議で対応しております。例えばプロダクトの不具合は拠点の

サービス網を使いながら、クラウドの不具合などは集中オペレーションでというように、ハイブリ

ッド構成で進めています。 
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ですので、この２つのバランスを取りながらサービス提供を進めているという状況です。 

［了］ 
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